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J-AIR会社概要
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使命とサービスコンセプト

・各地のイベントへの参加

伊丹空港発着路線を中心に、
日本全国の27空港/42路線
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2025年日本国際博覧会開催を記念した特別塗装機「JAL 

ミャクミャクJET」が11月28日より就航します

「JAL ミャクミャクJET」の概要
◆機 材 ： エンブラエル190型機（機体番号：JA252J）

座席数：95席（クラスJ：15席、普通席：80席）
◆初 便 ： 2023年11月28日 運航開始予定
◆就航期間 ： 2025年5月頃まで（予定）
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１. コロナ後のJALの目指す姿（ESG戦略）
～これからの企業が目指す姿～



はじめに：JAL Vision 2030
2030年に向けたJALグループのあるべき姿

JALグループは、大きく時代が動き価値観が変わるなか、

「安全・安心」と「サステナビリティ」を未来への成長のエンジンとして、以下を実現します

企業理念

JAL Vision

中期経営計画

確かな安全と

いつも心地よい安心を

感じられる

社会を創ります

安全・安心

誰もが

豊かさと希望を

感じられる

未来を創ります

サステナビリティ

多くの人々やさまざまな物が自由に行き交う、心はずむ社会・未来において

世界で一番選ばれ、愛されるエアライングループを目指します

JAL Vision
2030
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2022年中期経営計画からの抜粋
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１-③. JALグループ中期経営計画『ローリングプラン2023』の骨子
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１-③. JALグループ中期経営計画『ローリングプラン2023』の骨子



JALグループ全社員がそれぞれの職場で取組みを推進し、中期経営計画の達成を目指す

SDGsの達成に向けた具体的な取組み

気候変動への対応 地域活性化

アクセシビリティの向上 感染症拡大の防止

SMART AIRPORT

D&I推進

✓ 飛行経路の最適化✓ エンジン洗浄 ✓ コンテナ軽量化 ✓ SAFの搭載

アジアで初めて世界最高水準
の評価をダブル受賞

✓ 専用カウンター ✓ 専用ツアー

✓ 多様な人財の活躍推進 ✓ ジェンダーニュートラルへの配慮

ZIPAIRの制服に
スニーカーを採用

アナウンスの変更

✓ 医薬品の輸送 ✓ 非対面・非接触 ✓ 高度な清潔性 ✓ 外部評価

アクセシブル
ツーリズム

スペシャル
アシスタンス

抗ウイルス・
抗菌コーティング

✓ 人財派遣・協業 ✓ ワーケーション ✓ 地域産品のPR ✓ 訪日誘致支援

グローバル人財
の活躍

2011年から10年にわたり
活動を継続し、事業へ進化

国産SAFを搭載した日本初の
フライトを2021年2月に実施

新型コロナウイルス感染症対策
を踏まえたガイドラインを策定

障がいのある
社員の活躍

速達性・温度管理
等の輸送品質

✓ テクノロジーを活用したサポート

自動運転車いす遠隔手話通訳

34

ESG戦略



２．地域事業の取り組みについて（社会課題解決）
～目的と具体例～
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地域活性化事業の背景について

地域の課題

地域の人口減少は、地域の課題＝日本の課題＝日本航空の課題であり、この社会問題の解
決が社会に大きく貢献できることになる。

社会課題への自分たちの紐づけ
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（生産年齢人口＝10年後▲8%、20年後▲20%）
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国際線、国内線の充実したネットワーク 2023年4月 国内線＆国際線運賃統一

日本の地域へ行く理由が必要

日本航空にできること

13



JALの地域事業について

世界から地方へのインバウンド、
地方から世界への特産品の販売
で地域を豊かに

「地域と大都市/世界」「人と人」を

つなぎ、新たな流動を創出

⇒関係人口の創出で地域を豊かに



世界から関西万博へ
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関西万博から日本の地域へ

関西を日本
ゲートウエイ
にしよう

大阪観光局溝畑理事長
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JAIR就航路線

※季節運航便を含む

伊丹空港発着路線を中心に、
日本全国の27空港/42路線を運航しています。
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伊丹

関西に来訪する訪日客の地域送客

関西

海外

大阪・関西万博を契機に訪日外
国人の地方誘客を促進。万博需
要を伊丹から日本各地へ分散さ
せたい。



©Japan Airlines, ALL rights reserved. 18

伊丹

<新乗継運賃の設定＞

伊丹空港経由の乗継需要喚起

東
北

九州

出発地から目的地まで１旅程での購入
で２区間の合算よりもお得に。

（例）仙台－宮崎
JL2200 仙台07:35-伊丹09:00
JL2433 伊丹10:40-宮崎11:45

４月の国内線運賃リニューアルのタイミングで「乗継運賃」を導入。
伊丹乗継の経由需要を掘り起こし、東北⇔九州、中四国を中心に新た
な流動を創り出したい。

但馬



19

平戸城 城泊体験ツアー

農業体験研修

■地域課題
文化財を誘客に使う

■実施内容
風光明媚な場所にある平戸城を伝統芸能、食
事も提供できる宿泊施設へ改修し、インバウ
ンドを中心に誘客をはかる

■地域課題
就農人口減少、後継者問題による労働力不足。
永続的な需要の開拓（関係人口作り）。

■実施内容
社会人向けに午前中は農業体験、午後はテレ
ワークで仕事をするスキームで研修を実施。
大学生向けに地域に入り課題を見つけ解決策
を出していく研修を実施。

JALの取り組み（交流創造）

地域課題への取り組み事例
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農泊評価制度 ■地域課題
事業承継、関係人口作り
■実施内容
農泊のブランド化を目指し、欧州の評価制
度をヒントに日本の農家の水準引き上げの
ために評価制度をファームステイ協会と共
に作り客室乗務員が初代の評価委員となる。

農泊拡大 ■地域課題
事業承継、関係人口作り
■実施内容
農泊による農家の副収入の確保、農業の継
続、人財確保のため農泊を拡大していく。
これまで行けなかった地域への宿泊が可能
となり、永続的な関係人口作りを行う。農
協観光との提携、JAグループの協力でより
推進していく。

人吉
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JR北海道共同企画「ひとめぐり号」で周遊ツアー
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奄美大島大和村での集落民泊体験

■地域課題
コロナによる観光客の激減

■実施内容
観光列車に客室乗務員が搭乗し車窓を通し
た観光ガイドを実施。3泊４日のツアー、
３本がすべて完売。第二弾実施予定。

■地域課題
人口減による空き家活用、村の誘客、活性
化

■実施内容
民宿をベースにしたアルベルゴディフーゾ
（水平型宿泊施設）の実現を目指した取り
組みを開始
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JALの取り組み（物販、商流関連）

空の市＆JALマルシェ
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■地域課題
地域の産品の販売による地域の活性化

■実施内容
各地域で小ロットの産品を発掘し、航空の
ネットワークで集荷し空港でのマルシェを
実施。また「ふるさとのわ」のメンバーが
各地の産品を集めマルシェを開催。
（＊ふるさとのわ・・・各県に思い入れのある社員の自
主的活動）

■地域課題
地域の産品の付加価値づくり

■実施内容
全国４７都道府県の産品を使ってケーキ、
お菓子を客室乗務員のアイデアのレシピで
製造し販売する

全国 ６次産品化（JAL Sweets Box)

。[JAL Sweets Box×GIN NO MORI]
オリジナルクッキー
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タイ トンロー市場

毎月各自治体の生鮮品を空輸販売

JALの取り組み（越境EC）

■地域課題
地域の産品の海外での販売による地域の活
性化

■実施内容
各月ごとに各自治体の生鮮品を空輸しタイ
の市場で販売。

■地域課題
地域の産品の海外での販売による地域の活
性化

■実施内容
地域の方々が地域産品を安価な費用で中国
市場に販売できるプラットフォームを提供。
販売のお手伝いを実施するとともに現地情
報の告知し、航空券にもリンクさせて誘客
を図る。
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JAL MaaS
■地域課題
地域交通の利便性の向上

■実施内容
経路検索機能を導入し、経路検索上でお客
さまと各事業者の接点を繋ぐことにより、
出発地から目的地までシームレスにご旅行
できる仕組みを構築。
写真：REGENT社 シーグライダー

JALの取り組み（2次交通）

JALドローン ■地域課題
海上交通、離島、山岳地帯での2次交通、
物流

■実施内容
空飛ぶ車、物流ドローンの実証実験を通し
て、運航規程の整備を国土交通省と整理し
安全な運航の仕組みづくりを目指す。
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JALカーボンオフセットプログラム

■地域課題
CO2削減、自然災害の問題

■実施内容
航空機利用でのCO2排出分をカバーする、
オフセットプログラムを提供し、集まった
お金を森を守る活動へ寄付する。

JALの取り組み（環境保全）

■地域課題
自然環境保護

■実施内容
世界的にも貴重な亜熱帯照葉樹林の森を環
境に配慮したCO2排出ゼロの電気バス『や
んばる黄金（くがに）号』で巡る。電気バ
スにはやんばるの森に精通したネイチャー
ガイドが同乗し案内する。

やんばる黄金（くがに）号
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３．これからの観光
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観光とは

「観光は、地域住民とその暮らしの質を向上するものであり

手段である。さらには、サステナブルな観光は当たり前。」

・これからはリジェネラティブな観光

・観光だけで考えない、立体的な考え方が必要

・観光客が地域にために何ができるか、どんな貢献ができるか。

・永続的な流動の関係人口作り。第二のふるさとづくり。

・シビックプライドの醸成

変革
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ＧＳＴＣ認証の監督機関と認証機関
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2022年 コロナ後に行きたい国

日本は、アジア居住者、欧米居住者の双方で第一位となる。理由として

は、「食事の美味しさ」「清潔さ」「治安の良さ」が共通して高い。



©Japan Airlines, ALL rights reserved.

コロナ後のインバウンド推移

韓国を始めとしたアジアからの需要を中に増加傾向
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JALグループインバウンド旅客数推移

国
際
線
利
用

国
内
線
利
用

国際線ではコロナ前に近づきつつある。国内線利用者は羽田空港の国際線
の便数拡大もあり、最高値を更新。



今後の需要予測

２大航空機メーカー、航空市場の大幅な成長を予測

3

2017-2036 期間 2017-2036

年率4.4% 成長率 年率4.7%

40,000機以上 新造機数 41,030機

5兆3000億ドル
（約610兆円）

金額
($1=115円)

6兆1000億ドル
（約700兆円）

ｱｼﾞｱ太平洋 41%
（欧州 20%,北米 16%）

地域別シェア アジア約40%
（欧州約18%,北米約21%）

ｴｱﾊﾞｽ Global Market Forecast 2017-2036

（出典：ｴｱﾊﾞｽ社 2017/6/9）

ボーイング 最新市場予測 2017

（出典：ボーイング社 2017/6/30）



国際線
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国内線

乗り入れ国/
地域数 56 カ国/

地域

路線数 571 路線

有償旅客数 839 万人

就航地点
数 58 地点

路線数 143 路線

有償旅客
数 3,257 万人

*運航実績は2016年度。
*就航地点数・路線数
は
コードシェア含む。

国際線･国内線の路線ネットワークをさらに充実させ、海外から日本
へ、さらに地方への乗り継ぎを促進する。
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４．日本各地のインバウンド取り組み事例



訪日外国人を地方に送客するための仕組み作り

観光資源の
掘り起こし

プロモー
ション

現地での
受入体制

お客さまの
移動

JAL

他業種

JAL

企業

JAL

企業
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バリューチェーンをつなぐことで新しい価値を創造

JAL

他業種

１

➢訪日外国人を地方に送客するためのバリューチェーンをつなぐ
「プラットフォーム」となることを目指す。
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JALのFIT受入環境調査/報告会」実施

① 旅マエの旅行情報収集 ② 現地ではまず観光情報センターへ ③ ひとりで路線バスで移動 ④ 地域の味覚を堪能

⑤ ステキな場所を発見！ ⑥ 調査結果のレポート（40-50P）を作成 ⑦ 地域の皆さまに調査報告会を実施

お題： 「〇〇地域をひとり旅して受入環境をレポートする。」

観光資源の
掘り起こし

１



熊本県菊陽町にて

ＴＳＭＣ



兵庫県 豊岡市

「コウノトリ」との共生

観光資源の
掘り起こし

１

事例紹介



兵庫県 豊岡市

兵庫県  1950年代より官民一体となったコ
ウノトリ保護・野生復帰活動に取
り組む中、理念として掲げられた

「人と鳥の共生」というストー

リーが海外を中心に高い評価を得
る。

 増加する外国人観光客に対応する
ために「言語対応」をはじめとし
たインフラ整備を行政が中心とな
り積極的に強化。

 「コウノトリ」や同市の他の観光
資源の魅力を磨き上げ、JALと共同
でインバウンド向けのプロモー
ションを展開。

豊岡市
これまでの取り組みの歩み

40千人

2011年 1千人

2016年

40倍

城崎温泉の外国人宿泊数

・・・
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一次産業の観光化、
ファームスステイ拡大

観光資源の
掘り起こし

１
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JA但馬での取り組み
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農業留学（2週間の農業体験）

遠野市

藤里町（イワナの養殖） 八幡平（スマート農業）

蔵王町

観光資源の
掘り起こし

１
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防災ツーリズムへの取り組み

東北大学と連携し「防災学習ツーリズム」の開発に向け取組みを行い、その後KNT東
北やJTBとの提携により、海外発の防災ツーリズム旅行商品の造成・発売を実施。

防災ツーリズム（東日本大震災からの復興）
観光資源の
掘り起こし

１



安藤誠
1999 年に開業したウィルダネスロッジ「ヒッコ

リーウィンド」のオーナーであり、北海道アウト
ドア資格制度のマスターガイドのひとり。環境
省委任北海道指定タンチョウ監視人、日本に

数人しかいないスワロフスキーオプティック社
サポートプロガイド、知床ボランティアガイドレ
ンジャー、経済産業省｢地域産業活性プログラ
ム」認定を受けた自然案内人。プロカメラマン
としても世界にその名が知られ、世界的な写
真コンテスト「ネイチャーズベストフォトグラ
フィージャパン2014 年」の総合準グランプリ。

「ネイチャーズベストフォトグラフィージャパン
2016 ワイルドライフ」入賞に輝く。

アドベチャーツーリズム（日本のガイド）
観光資源の
掘り起こし

１

Adventure Travelの定義は、「自然とのふれあい」、「文化交流」、「フィジカ
ルなアクティビティ」の3つの要素のうち2つ以上が主目的である旅行形態。世界
で72兆円市場となっている。



2021年
世界自然遺産登録！

奄美群島 沖縄 西表島

世界自然遺産の活用



5.最後に



自らを見つめなおしすばらしさを発見

観光産業は地域の一大産業になり得る。従来の旅行の概念にとら
われず、日常が観光となりえるという発想が必要。人が地域へ行
く理由づくりは様々。空港を玄関に地域が一体化していく体制、
運営が求められている。



JALグループでお手伝いできること
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ご清聴ありがとうございました。
各種お取り組みの相談は以下のURLまでお願いします。


